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経営者情報交換会を開催
太田機械金属工業㈿

　12月13日、太田市・太田グランドホテルにお
いて経営者情報交換会を開催した。本交換会は、
各機関の事業支援等の情報提供の場を設け、今後
の経営に活かしてもらうことが目的。
　はじめに、商工中金前橋支店・藤田識雄支店長
を招き、「中小企業における脱炭素経営と商工中
金の取組みについて」をテーマに講演会を行った。

　藤田支店長は、中小
企業がカーボンニュー
トラルに取り組む必要
性について説明した。
次いで、本店業務企画
課・廣田好則主任調査
役が、商工中金で取り
組む脱炭素経営支援を
紹介した。

　また、群馬県産業経済部地域企業支援課・板野
浩二課長が、群馬県の支援施策を説明。
　群馬県産業支援機構に設置する「自動車サプ
ライヤー支援センター」の取組み、「デジタルソ
リューションラボ」の
活動、さらに、県内の
宇宙産業振興を目的に
群馬県が主導する「ぐ
んまスペース＆エアロ
プロジェクト事業」な
どを紹介した。
　さらに、株式会社新
星電子工業・服部剛社
長、有限会社清田工

業・清田公志社長から、景況・業況などについて
報告が行われた。

将来ビジョン策定に向けて委員会を
開催

桐生市本町六丁目商店街（振）
　２月３日、桐生市・桐生まちなかテレビにおい
て、商店街活性化に向けた未来ビジョンを策定す
るため委員会を開催した。委員には、組合員５名
に加え、外部委員として、中央会職員も参画。ま
た、アドバイザーに関東学園大学・中谷淳一准教
授を迎え、マーケティングの視点によるアドバイ
スを受けながらビジョンづくりを行っていく。
　また、未来ビジョン策定においては、地域の若
者たちの意見を取り入れることを重要視し、地元
の高校生・大学生とともに商店街を巡り、意見交
換を行うことととした。
　なお、未来ビジョンは、今後、複数回の委員会
を経て年度内の完成を目指し、完成したビジョン
は、組合員で情報共有する。また、行政との連携
強化に向け、プレゼンテーション資料としての活
用も予定している。
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